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要　旨
　格差社会の拡大に伴って、子育て世代の生活には経済的格差による様々な問題が内在して

いる。本研究では、保育園児のいる家庭における食費と食生活の実態を把握することで、世

帯の経済状態に応じた「豊かな」食生活を実現することの方策を考えることとした。

　保育園児保護者に対して質問紙法による調査を実施した。調査項目は家族属性と就労状況、

一ヶ月の食費とその利用内訳、料理に関する問題点と実態などである。

　回答者は95%が女性で、20~30歳が最も多く、就労者は約80%で週4~5日の勤務が67%で

あった。一ヶ月の食費は4~5万円が25%で最も多く、家族数との関連が見られた。また食

費の内訳は、内食費の支出が6割以上の家庭が84%で、中食費・外食費への支出は低かった。

　食生活において困っていることは、「料理のレパートリーが少ない」が最も多く、次いで

「調理の時間がない」「食材が高い」「家族の好みが異なる」などであった。食費が内食費に

多く支出されている実態から、就労と両立できる調理簡便化のレシピ提供、安い食材の活用

法などが求められていると考えられた。
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緒　言
　格差社会の拡大に伴ってさまざまな問題が顕在化している。特に所得格差は子供たちの健

康・生活・教育環境にも波及している1）。また、家庭の生活費を補う一役を、女性の就業に

よる賃金でカバーしている実態も見受けられる。女性の就業率は年々増加し2）、それに伴い

保育所利用児童も増加している3）。一方で首都圏・近畿圏・政令指定都市・中核市等で保育

所に入所出来ない待機児童が多いなどの報告3）もある。家計費の不足は、生活に伴う支出全

般を抑制する方向に進む。中でも食事にかかる経費は、外からは見えない家庭内での消費で

あり、一番よく行われる節約行動である。

　総務省からの家計調査4）では食費支出やその内容について詳しく報告されているが、世帯

単位によるものである。ガンガ等5）は食品の栄養成分の変化が家計の食料支出に及ぼす影響
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について検討している。屋代等の一人・一ヶ月を１万円の食費でまかなう実践報告6）があ

る。子供の食生活と子供に対する母親の意識調査などは多くの報告7）8）9）がみられる。しか

し、子供のいる家庭における食費の支出と食生活についての報告はすくない。

　家庭は子供たち（乳幼児・児童・生徒など）の健康と健全な心身の成長を育む大切な場所

である。特に毎日の食生活は、これらの役割を担っており疎かにはできない。

　本研究では保育園児の家庭における食費からみた食生活の実態を調査することにした。各

家庭の経済状態に応じた「豊かな」食生活を実現する為に求められていることを明らかにし、

「豊かな」食生活の方策を考えるための基礎的調査として位置づけられる。

方　法
１．調査方法
　自己記入式の留置きによる質問紙法である。

　調査期日は2008年8月から9月である。

　調査項目は回答者の性別・年齢・家族数・世帯状態・子供の数と年齢・就業形態と就業時

間などの属性、一ヶ月の食費とその内訳（内食・中食・外食の支出割合）、食材価格への意

識、予算立ての有無、食事の準備時間、料理づくりの好き嫌い、料理で大切にしている事、

料理をする上で困っていること、調理作業の簡便化や知りたいこと、子育てで支援してほし

い事などの16項目である。

２．調査対象
　福岡県所在の3保育園に幼児が通園する217名の保護者を対象とした。保育園を通じて質

問紙票の配布を依頼し、調査の主旨に対して同意の得られた保護者から保育園を通じて質問

紙票の回収を行った。回答票171部に対して集計を行った。

３．調査の解析
　質問紙の質問項目を単純集計する。さらに食費の支出金額を5区分に分けて、各質問項目

とのクロス集計を行った。クロス集計したものはχ2検定により独立性の検定を行った。有

意であったものについては、さらに残差分析により全体に比べ有意に比率が高いまたは低い

かを個別に分析した。

結果および考察　

１．調査対象の属性と家族背景
　回答者の属性については、性別は男性5名（2.9%）女性163名（95.3%）でほとんどが

女性であった。また回答者の年齢は20歳代33名（19.3%）、30歳代105名（61.4%）、40歳
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代26名（15.2%）、50歳代以上４名（2.4%）であった。保育園に通園する幼児の家庭では、

保護者の年齢は30歳代が最も多く、次いで20歳代であり、この両者で約8割を占めていた。

　回答者の家族背景は表１に示した。家族数は4人が最も多く、次いで3人、5人の順であっ

た。また、親と子の2世帯家族が71％を占め、核家族の家庭が多いことが明らかであった。

一方で、3世帯家族も22％を示した。子供の人数は2人が最も多く58％、1人が23％であっ

た。

　回答者の就業状況は表２に示した。常勤36％、非常勤またはパートが46％で、仕事をし

ている者が8割であった。また、勤務日数は週4~5日は67％、週6~7日は22％であった。就

労時間は1日8時間程度が41％、1日8時間以下は45％であった。　

　安田等8）の北海道における報告では、保育園児の母親の年齢は30歳代が最も多くて57％、

20歳代が29％である。さらに世帯形態は2世帯家族57％・3世代家族29％、子供の数は1人

41％・2人41％と、本調査の結果とよく一致していた。保育園児の家族背景は他の報告9）で

も相似の傾向を示した。

　

　表１　回答者の家族の背景　　　　　　　　　表２　回答者の就業状況

２．一ヶ月の食費
　一ヶ月の食費については、1万円以上～2万円未満は9名（5.3%）、2万円以上～3万円未満

は17名（9.9%）、3万円以上～4万円未満は27名（15.8%）、4万円以上～5万円未満は42名

（24.6%）、5万円以上～6万円未満は28名（16.4%）、6万円以上～7万円未満23名（13.5%）、

7万円以上～8万円未満5名（2.9%）、8万円以上7名（4.1%）、不明7名（4.1%）、無回答6名
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（3.5%）であった。今回の調査対象の家庭では、一ヶ月の食費は４万円台が最も多く、次

いで５万円台、３万円台の順であった。

  家計調査による１世帯当たり月平均食費支出の推移（全国2人以上の世帯）報告4）では、

1992年をピークに年々減少傾向にある。’92年は82,400円であった。’03年では、70,300円

と約1万円少ない。また、平成21年度国民生活基礎調査の報告10）によると、１世帯当たり

平均所得は547万5千円であるが、世帯主の年齢階級別にみると、29歳以下は298万9千円で

最も低いとある。所得が低くなるに伴い食費も低下すると考えられる。最近のエンゲル係数

は23％でとどまっているが、この係数を用いて29歳以下の世帯の月平均食費を算出すると

約5万7千円である。本調査の世帯では5万円未満が60％、5万円以上が40％であり、約5万7

千円と比較するとやや低額であった。　

　一ヶ月の食費を、不明と無回答を除き5区に分けた。そして各質問項目との関連性につ

いて検討した。すなわち5区分は、1万円以上～3万円未満（26名）、3万円以上～4万円未

満（27名）、4万円以上～5万円未満（42名）、5万円以上～6万円未満（28名）、6万円以上

（35名）である。

１）食費と家族背景および就労状況
　5区分別の食費による家族背景の結果は表３に示した。食費と家族数及び世帯形態の関係

はχ2検定により有意差が認められた（ｐ<0.01）。食費が5万円以上～6万円未満および6万

円以上の区分では、家族数は５人以上が6割であるが、他の食費区分では家族数は4人以下

が6割から８割であった。すなわち、家族数によって食費に違いがあることが明らかであっ

た。

　食費と世帯形態については、食費が１万円以上～３万円未満の世帯は、ほとんど親と子の

２世帯形態であった。食費が多い家庭は、３世帯・４世帯の家族形態であった。

　食費と子供の人数および子供の年齢には有意差はなかった。しかし、食費が5万円以上～

6万円未満および６万円以上の区分では、子供の人数が3人から5人の家庭が、その他の食費

区分より多い傾向が示されていた。また、子供の年齢を0～7歳未満と7歳以上～12歳未満に

統合して食費との関連性を比較すると、有意差が認められた（ｐ<0.05）。すなわち、食費

が５万円以上の場合は、子供の年齢が７歳以上～12歳未満の学童がいる家庭の割合が、多

いという結果であった。

　一方、食費と就労形態・就労日数・就労時間には有意差が認められず、食費との関連性は

ないと考えられた。
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　　　表３　食費と家族背景との関連

２） 食費の利用内訳
　一ヶ月の食費について、その内訳を内食費・中食費・外食費にそれぞれ約何割程度支出し

ているか示した結果が表４である。

　内食費に6割以上支出している家庭が多く84％である。5割以下の支出は10％程度と低い。

　内食費の支出が5割以下の家庭では、中食費と外食費の割合が高い傾向になっている。

　一ヶ月の食費区分ごとに内食費・中食費・外食費について、それぞれを比較した結果は表

５のとおりである。一ヶ月の食費区分と内食費には有意差は見られなかった。各食費区分と

も6割以上を内食費として支出している家庭が多く、6万円以上の食費区分で内食費5割以下

の家庭が20％程度見られた。

　一ヶ月の食費区分と中食費には有意差は見られなかった。各食費区分とも1～3割の支出

で、食費区分ごとの明らかな差は認められなかった。

　一ヶ月の食費区分と外食費には有意差が認められた(ｐ<0.05)。 6万円以上の食費区分で

外食費が3～4割支出している家庭が約20％程度見られた。一方、食費1万円以上～3万円未

満の区分では外食費1割の家庭が約80％であった。

　家計調査報告によると、１世帯当たり月平均の食費支出は減少が続いているが、利用内訳

では中食費がやや増加傾向を示し、内食費と外食費は減少傾向である。4）

　朝倉らは11）、食料支出の中味について分析しているが、食の外部化が進んで、中食費の支

出は増加傾向であり、外食費の支出は低下傾向にあると報告している。中食に弁当類・調理
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パン・おにぎりなどの「主食的調理食品」が、フラ

イ・コロッケ・サラダ等の「惣菜的調理食品」より

伸びが大きいとしている。しかし、本調査の保育園

児のいる家庭では、食費の6割以上が内食費に支出

されている家庭が多いことが明らかとなった。また、

中食費・外食費の支出は1割から3割程度の支出に

すぎなかった。一ヶ月の食費が5万円以上～6万円

未満および6万円以上の食費区分では他の食費区分

と異なる結果を示し、内食費支出がやや低く、中食

費や外食費支出がやや多い傾向を示した。食費の高

い家庭は家族数が多かった。すなわち３～４世帯形

態の家族があり、子供の人数も多く、7歳以上～12

歳未満の学童がいるなどの家族背景が認められた。

　食費の多少とその利用内訳には家族背景の要因が

強く影響することが示唆された。

　

　　表５　食費とその利用内訳との関係

表４　食費の利用内訳
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３）食材への価格意識と食費の予算立て
　内食費で食材を購入するときの「高い」と感じる金額を尋ねた。

　販売されている食材は１パック・１束・１袋・１本など様々であるが、食品の種類に関係

なく１種類の食品を購入する際の、価格が「高い」と感じる金額を回答してもらった。

　300円台が72名（42.1％）、400円台は37名（21.6％）、200円台は35名（20.5％）、500

円台は19名（11.1％）であった。300円台以上を「高い」と感じる者が7割を占めた。

　食費区分と食材価格の高さの結果は図１に示した。食費区分と食材価格の高さの意識につ

いて比較すると有意差が見られた（ｐ＜0.05）。200円を高いと意識する者の割合が最も多

いのは、1万円以上～3万円未満の食費区分であり、他の食費区分より有意であった。300円

台を高いと意識する者の割合が有意に多いのは4万円以上～5万円未満の食費区分であった。

400円台は各食費区分別に大きな差はみられなかった。500円台は、4万円以上～5万円未満

の食費区分で最も多く、次いで6万円以上の食費区分であった。1万円以上～3万円未満およ

び3万円以上～4万円未満の食費区分は500円台の回答者はゼロであった。一ヶ月あたりの食

費区分が低い家庭は、安い食材価格に関心が高いことが示唆された。

　一ヶ月の食費について予算立てをするかを尋ねた。予算を立てないが52％、予算を立て

るは43％であった。食費区分と予算立ての有無には有意差は認められず、食費を低額にお

さえるための計画性は低いと推察された。

図１　食材価格への高さ意識（一袋・一束など）

３．料理作りの実態と問題点
　料理づくりについての好き嫌いを尋ねると、「どちらでもない」が44％と最も多く、次

いで「とても好き」と「好き」を合わせて37％、「嫌い」「とても嫌い」を合わせて13％で

あった。料理作りを「好き」とした割合は「嫌い」より24％多かった。食費区分別に料理

作りの好き嫌いを図２に示した。食費区分別に料理作りの好き嫌いを比較すると有意差は見

られなかった。しかし、1万円以上～3万円未満の区分で、料理作りが「好き」と回答した

者が、他の食費区分より多い傾向を示した。1万円以上～3万円未満の食費区分では、食費
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の支出は内食費に利用している割合が高く、食材も安い価格に関心が高いなどの実態から、

料理作りが「好き」なこととの関連が示唆された。

図２　料理作りの好き嫌い

１）食事の準備時間
　普段の朝食・昼食・夕食の準備にかかる時間を尋ねた結果を図３に示した。朝食は15分、

昼食は15分から30分、夕食は30分から60分がそれぞれ最も多かった。食費区分別と食事準

備時間の比較では、朝食と昼食には有意差は認められなかったが、夕食には有意差が認めら

れた（ｐ<0.05）。朝食の準備時間は最も短く、食費区分別による違いはなく、朝食は簡単

に作られていることが分かった。夕食の準備時間は、1万円以上～3万円未満の区分では30

分が有意に多く、6万円以上の区分では60分が有意に多かった。

　安田の報告によると8）、朝食は「10分程度」夕食は「1時間程度」が最も多かったとして

いる。また、本調査では食事の献立数を尋ねていないが、食事の準備時間は献立数にも影響

されると考えられた。農林水産省の「食品ロス統計調査」12）によると、１日当たりの献立数

は子供の数が増えると献立数も５品目以上へと増加すると報告されている。

　６万円以上の食費区分で夕食準備時間が60分と長かったことは、家族数が多く3世帯家族

もあり子どもの数も多いなど、食事の好みも異なり献立数も多いことが推察された。

図３　食事の準備時間
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２）料理簡便化のために利用する食品
　料理作業を簡単にするために、よく利用する食品を複数回答で尋ねた結果を、図４に示し

た。「下ごしらえのしてある食品の利用」が最も多く、次いで「冷凍食品の利用」、「まとめ

て作って保存しておいた食品の利用」の順であった。食費区分別による比較においては有意

差があった（ｐ<0.05）。1万円以上～3万円未満の食費区分では1位は「まとめて作って保存

しておいた食品の利用」で、2位は「下ごしらえのしてある食品の利用」、3位は「冷凍食品

の利用」であった。1万円以上～3万円未満の食費区分では、内食費に利用する割合が多い、

安い価格の食材に関心が高い、料理が好きなどの結果をすでに述べている。食材を有効に利

用する技術や工夫が行われていることが、食費が低く抑えられている要因になっていると考

えられた。

図４　調理作業の簡便化（複数回答可）

３）料理で大切にしていること
　料理をする上で大切にしていることを、３つ回答させた結果を図５に示した。

　「味」と「栄養」の回答が特に多く、次いで「手作り」「安全性」「経済性」「手軽さ」の順

であった。食費区分別に比較したが有意差はなかった。各食費区分別とも、料理をする上で

大切にしていることはほぼ同様な傾向を示した。

図５　料理をするうえで大切にしていること（3つ回答）
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４）料理について「困っている事」および「知りたい事」
　料理で困っている事を複数回答で尋ねた結果を図６に示した。「レパートリーが少ない」

の回答が最も多く、次いで｢時間がない」「食材が高い」「好みが異なる」「料理が面倒｣の順

であった。食費区分別に比較したが、有意差は見られなかった。

図６　料理について困っていること（複数回答可）

　「レパートリーが少ない」が最も多かったことは、毎日のメニューを何にするかを常に悩

んでいる事が伺えた。20~30歳代の若い母親は、調理経験が浅く料理法の知識や調理技術が

低いことが考えられた。

　料理作りで知りたい事を複数回答で尋ねた結果を図７に示した。「簡単にできる料理」が

最も多く、次いで「安価にできる料理」「子ども向きの料理」「栄養バランス」「食品の保存

法」の順であった。食費区分別に比較したが有意差はみられなかった。

図７　料理について知りたいこと（複数回答可）

　料理をする上で大切にしている事の1位は「味」であるが、知りたい事では最下位である。

大切にしている事の2位は「栄養」であったが、知りたい事では「栄養のバランス」は4位
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の回答であった。「料理作りで知りたい事」と「料理で大切にしている事」は、必ずしも一

致するとはかぎらない。日々の料理作りでは現実的な内容が表出して、「簡単にできる料理」

「安価にできる料理」「子供向きの料理」などを知りたいとしていた。「大切だから知りた

い」という意識の芽生えはみとめられない。

　料理について困っている事と料理で知りたい事の関連性について、「時間がない」とした

困った事に対して、「簡単にできる料理」を知りたいとしていた。「食材が高い」に対して

「安価にできる料理」を知りたいとしていた。困った事の上位の回答と知りたい事はよく符

号する。

　子育てをしながら就労している家庭の母親が日々の食生活で求めている事は、安い食材で

簡単にでき子供の好む料理を知りたいとの願望が明らかである。栄養面も充足した、これら

の要望をかなえる具体的な方策をどのように実施するかが、今後の課題である。保育園施設

を核として、食生活の情報や栄養に関する基本的知識の発信、調理講習会の継続的実施、親

子クッキングの開催など、母親の参加しやすい場所と時間を設定して実践することも１つの

方法と考えられる。

４．子育て支援
　子育てをしていく上で支援してほしいことを尋ねた結果を表６に、またその具体的な内容

を記述した結果を表７に示した。

　行政的経済支援・医療的支援・保育支援ともに「支援してほしい」が７割と高い結果で

あった。必要としている支援の具体的な内容を

そそのまま示した。支援を希望する内容は、保

育支援や就業しやすい環境を整える事に関する

ものが多かった。　

　2010年より子育て家庭に給付金の支給が始

まった。子育て中の保護者は、経済支援より就

業しやすい保育支援や医療支援を求めている事

が明らかであった。今後さらに、子育て家庭が

求めている支援に対応できる国家予算の配分と

その柔軟な活用法を検討し、常に評価と改善が

求められると考えられた。

表６　子育て支援に求める事
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　　　　　表７　子育て支援についての具体的な要望



33九 州 女 子 大 学 紀 要 第47巻２号

ま　と　め
　保育園児のいる家庭における食費と食生活の実態を明らかにして経済状態に応じた「豊か

な」食生活を実現することの方策を考えるために、質問紙法による調査を行った。

　一ヶ月の食費を支出により5区分にして、家族背景・食費の利用内訳・食生活の実態等を

尋ね、食費の違いによる食生活に関係する要因を明らかにした。

　一ヶ月の食費は4万円以上～5万円未満の家庭が最も多く25％であった。家計調査から、

29歳以下の１世帯当たり一ヶ月の食費を算出した結果は約5万7千円であった。本調査の世

帯一ヶ月の食費と比較すると、5万円未満の世帯が約60％を占め、食費はやや低額で食生活

が営まれていた。

　食費の高低は家族数・世帯形態・子供の年齢などの影響を受け、就業形態・就業日数・就

業時間には関係性はみられなかった。

　食費の利用内訳は内食費に6割以上が支出されていた。食費区分別に比較すると外食費に

有意差があり、1万円以上～3万円未満区分の外食費は低く、6万円以上の食費区分は高い結

果であった。

　食費区分と食生活の比較では、食材費価格の意識・調理の簡便化には有意差があった。1

万円以上～3万円未満区分には安い食材費に関心が高く、また調理簡便化には「まとめて

作って保存していた食品」の利用が1位で、他の食費区分と異なった結果であった。内食の

食事バランスや栄養価が整っているか否かは明らかでないが、食費区分の低い1万円以上～

3万円未満では、安い食材で、さまざまに工夫をしている食生活の実態が推察された。

　料理で大切にしている事は「味」「栄養」であった。料理で困っている事は「レパート

リーがすくない」「時間がない」「食材が高い｣であり、料理で知りたい事は｢簡単にできる料

理」「安価にできる料理」「子供向きの料理」であった。これらの料理に関する内容について

は、食費区分による差はみられず、ほぼ同様な意識や考えであることが明らかとなった。

　20~30歳代の若い母親の「豊かな」食生活の支援は、安価な食材で、簡単にできる料理の

技術とメニューの提供が求められていると考えられた。またこれらの要求を満たし、さらに

栄養的な面からも充足されたものであることが望ましい。そのための具体的な支援方法の構

築が今後の課題である。
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ABSTRACT
We examined questionnaire survey about the food cost and dietary life in the 

households of nursery school children. The number of the families, the  household 

types and the age of the children affected on the food cost of household.

The sixty percents of the households were eating-in type and spent the food cost for 

food stuffs.  And most of their food cost were 40,000 ~ 50,000 yen, which indicated 

low level comparing with the national report of Annual Report on the Family Income 

and Expenditure Survey 2006.  The high cost group spends for eating-out or taking-

out more than the low cost group.

It looks like from answers of questionnaire that many young households should 

be educated a cooking skill, cheap food stuffs, simple dishes and nutritional good 

balance.  And they hoped with public supports of nursing and medical care rather than 

economical supports.

The education and supports for young household are done concretely about on 

dietary life.

Key words:  nursery school children ，  food cost，   dietary life




